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バックハウス／最後の油奏会
WILHELM BACKHAUS/SEIN LETZTES KONZERT 

● CD 1 (UCCD-9185) (1969年6月26日の演奏会）

ベートーヴェン
BEETHOVEN (1770-1827) 

ピアノ・ソナタ第21番ハ技調、 Op.53「ワルトシュタイン」
PIANO SONATA N0.21 INC MAJOR, Op.53 "WALDSTEIN" 

[I]第1楽衣：アレグロ・コン・プリオ IslMov.: Allegro con brio- 11:18 

12]第2楽衣： /j・: 炎（モJVIヽ・アダージョ）lnd Mov.: l111rndu,io11c (Mollo adagio)― : l:06 
[:lJ ーロンド（アレグロ・モデラーl・ープレスティッシモ）一 CJ::n
-liondo (1¥ llcwo Modcrato -Prcstissimo) 

シューベルト： 楽典の時、 0.780(Op.911) 
SCHUBERT (1797-1828): MOMENTS MUSICAUX, D.780 (Op.94) 

1,, 第Iif'iハ長，加）No.I in C ~lajor - :l :2 1 

岳）第2./l''i変イ及，品INo.2 in A Fial M:ijor-5:31 
16)第3裕へ知，加）No.:l in F~ l inor - l::l9 

[7)第4番嬰ノヽ短ぶ）No.'I in C Sharp~l inor- 、1 :2 •1

[8]第5番へ絋品） No.5 in F Minor-2:13 
19第6番変札乏，J:,)No.Gin/¥ Fial Major-5:1ヽI

モーツァルトMOZART(1756-1791) 
ピアノ・ソナタ第11番イ長調、 K.331(K.300i)「トルコ行進1111つき」
PIANO SONATA N0.11 IN A MAJOR, K.331 (K.300i) "ALLA TURCA" 

1111第1楽,;-;::アンダンテ・グラッィオーソ IslMew.: /¥ndanlc)(叩 ioso-7:40

[ltl第2楽，・:,':メスエッl、2ndMov.: Mc11uc110- 、1::J5
112]第3楽衣： lヽJVコjj進 1111(アレグレット）：lrd Mov.: Alla Lurca (Allcgrcuo)- :l:08 

11:1シューベルト：[!IJ興1111変イ長調、 D.935-2(Op . 1'1 2 -2 ) -—ヽl::lO
SCHUBERT: IMPROMPTU IN A FLAT MAJOR, D.935-2 (Op.142-2) 

● CD 2 (UCCD-91 86) (l 969年6月28日の演奏会）

ベートーヴェン BEETHOVEN

ピアノ・ソナタ第18番変ホ長調、 Op.31-3より（節4朱やを除く）
PIANO SONATA N0.18 IN E FLAT MAJOR. Op.31-3 (except 4th Mov.) 

国第1楽穿：アレグロ IslMov.: Allegro―6:4ヽl
図第2楽存：スケJVツォ（アレグロ・ウ・イヴァーナェ）2nd Mov.: Scherzo (Allegro vivacc) - 3:•17 

固第3楽硲：メスエット（モデラーlヽ・エ・グラッィオーソ） 3rd Mov.: McnucLLo (~ lodcrato c gra,ioso)-2:-13 

シューマン：幻想小LIJJ集 Op.l2より．ヽ
SCHUMANN (1810-1856) FANTASIESTUCKE, Op.12 

困第11111:タベに No.I:Das /¥bc11ds-,1:25 

釘~ 3 1111: ji,f故に?No.3: ¥¥larum'-2:<17 

固シューベルト：即興1111変イ長調、 D.935-2(Op.J1l2-2)一ーヽ1・51
SCHUBERT: IMPROMPTU IN A FLAT MAJOR, D.935-2 (Op.142-2) 

ヴィルヘルム・バックハウス（匂ノ）
IVILIIELM B/¥Cl<llf¥US (Piano) 



●ピアノ・ソナタ第21番ハ長調、Op.53

「ワルトシュタイン」（ペートーヴェン）

ペー トーヴェンは全部で321111(番 ＇、｝のつい

ていないもめが他に数1111ある）のピアノ ・ソ

ナタを残しているが、その中で!ill作,1,期の特

竹杖といえる、燃えるような激 しい感梢と、寸

分のJIJ,(もない，咋楽的構成の一致において、ペ

ー トーヴェンのh如：・:;傑作の一つに数えられ、

同時に彼らしい雄illiな行楽とその椋題から、

械もボピュラーなものの一つとなっているの

が、この 〈ワル トシュタ イン〉である。

このピアノ ・ソナタの 〈ワル トシュタイン〉

という呼称は、これが献足されたfl'―l爵の名jjij

に11.i米している。ワル l、シュタ イン伯爵は、

ポンII,¥―：代からペー トーヴェンのオ能に注1-1し、

彼をウィ ーンに出してやった最大の功労者で

あった。そしてウィ ーンにおいては、このポ

ヘミア出身の・rt族の紹介状が大いにものをい

い、 ペー トーヴェンが1't族社会に知已を得る

ことに、たいそう 役立ったのである。そのた

め、ペー トーヴェンは終生この伯爵への感謝

を忘れなかった。この叫り1の抽硲傑作の一つ

とされるソナタが伯爵に枠げられたのも 、ベ

ー トーヴェンのそうした気持の表われだった

のだろう 。

伽 111は第 3父罰Iii〈炎雄〉と1111じ峨 つま

り1803年に祐愁され、 1804年に完成 している。

すなわち、これこそまさに充尖期にさしかか

っていた限の訟欲作といえ、＇火際 ペー トーヴ

ェンはこのソナタで、新しいj立地を切り柘い

たのである。1800年から翌年にかけて作1111さ

れた作，',,',27の21111のソナタで、幻愁風ソナタ

という‘共験を試み、次いで作，',,',31の 31111のソ

ナタでは ドラマティソクな表現様式のNF能性

を追及 したペー トーヴェンは、それらを統合

した ，1::法をこのソナタで尖視 したのである。

ところで、 1804年に完成 さ れた 11.'j•点でのこ

の ソナ タは、第 2 牙~ r位 に ア ンダンテの ,Y楽 を

i社〈3楽3位構成だった。 しかしペー トーヴェ

ンはその後、 全体の構成か ら兄てそのアンダ

ンテ楽穿が長すぎると感 じさせると芍え （こ

れには友人の忠告 もあったといわれている）、

1805年に出版される時には、そのアンダンテ

を取り除き、 もとの第 3楽甜への的人部とし

て、現在のモルト ・アダージョを附いて、よ

り密炭の高い1111としたのである。結果として

このソナタは、 2楽甜構成となった。ちなみ

にJI又り 除かれたアンダンテ楽1位は、 独立した

1111くア ンダンテ ・ファヴァ リ〉 として1806年

に出版されている。

第 1楽章 ：アレグロ・コ ン・プリオ ハJ乏

調、 ％托1-'"(-、ソナタ形式。

第 2楽章： モル ト・アダージョ ヘJ石油1、

％拍子、3部形式 （社り入部） ～ア レグロ・ モ

デラー ト ハ・長調、％拍子、ロ ンド）I紅式 （土

部）。

●楽興の時、D.780(Op.94) (シューペルト）

偉大な先甜であるベー トーヴェンを灼：敬 し

てやまなかったシューペルトは、ピアノ 1111の

分野では斗 くからソナタの作1111を試みていた。

しかし、彼のピアノ ・ソナタはペー トーヴェ

ンのそれと追って、いわば取るに足らないよ

うな仙機を版間して行くソナタ）l多式に,f,nJ久

の手法に欠けており、 ペー トーヴェン的な仙

機操作はほと んど行なわれていない。 しかし

シューペル トのソナタが劣っている、という

わけではもちろんない。すなわちそこには、

ペー トーヴェンとは追った展IHI法があるから

であ って、それはまず美しい旋律を生み出し、

それを雄弁な転調法の中で生き生きと歌わせ

るということである。この独自の手法は、JI多

式の拘束を受けるソナタより、 1全1111に楽想を

発展できる小品でいっそう美しく発揮される

といえるだろう 。

その訟味で、シューペル トのほとんど晩年、

といっても20歳代後半の1823年か ら30歳を越

えたばかり の1827年までの間に作1111された と

される61111からなる 〈楽共の時〉は、彼の大

オが縦横に発揮された傑作で、最晩年に作1111

された各41111からなる 2糾の 〈Llll共1111集〉と

ともに、 ・Jiとも彼らしいピアノ 1111といえよう 。

そしてこれらは、のちのロマン派のピアノ ]",-

楽の一つの特徴となる性格的小,',,りの先駆けと

なったのである。

この 〈楽陳の時）は彼の 〈Llll旧↓1111)に較ペ

ると 、い くら か）~u袋は小 さいのだが、楽他や

枯：I成には、むしろ 〈l!II棟1111)よりも一段と軽

快なLlll陳性が認められる。その総味でシュー

ペル トはこれら61111を、 晩年の 〈l!II如Ill集〉

に先駆けて!!II如Illとして作1111したのではない

かとも息われる。なぜなら 〈楽共の時）とい

うタ イトルはシューペルト自身がつけたので

はなく 、1828年の出版に際して出版社がつけ

たものだからである。 しかしシューペル トは

そのタ イトルが大いに気に人ったらしい。な

お作1111年代は、 1,1ii猜府が失われていることか

ら定かではないために、一）心1823年から1827

年の1/¥Jとされているが、第 3番が1823年、第

6番が1824年、 そして残 りの 41111が1827年と



もいわれている。

第 1番ハ長調 ：モデラー ト ％拍了・、復介

3名11形式を），し本としたt'-1111な形式。

第 2番変イ長調 ：アンダンティーノ ツ
8 

柏子、 ABA'B'A'という形式。

第 3番へ短調： アレグロ ・モデラー ト ％ 

拍了・、1・1111な3吝I!形式。

第 4番嬰ハ短調： モデラー ト ％拍子、 3

部形式。

第 5番へ短調： アレグロ ・ヴィヴァーチェ

％柏ー(-、 3惰11/1和式。

第 6番変イ長調 ：アレグレッ ト ％打If-、

3部形式。

●ピアノ・ソナタ第11番イ長調、K.331
(K.3001)「トルコ行進曲つき」（モーツァルト）

モーツァル トのピアノ ・ソナタは、 視イ1:-
般的に]81111が知られているが、その中で1位も

広く 知られ、 最も高い人気を得ているのは、

おそらくこの第lJ番だろう 。 しかしこのソナ

タ形式がJI)いられていない。つまり、 まった

くソナタ形式の楽1;花を持たないピアノ ・ソナ

タなのである。また批l性についても少し変わ

っ ていて 、 -;Hi辿第 2 楽ぷは、第 ］~ 楽釘tでと ら

れた調性のIi」i』,',1あるいは平行祁1を譴りとして

.,r:: かれるのだが、ここでは三つの楽迎すぺて

が1;;1じ祉,';)性を中（本として,r::かれている。こう
した特徴は、外1/ri的に限って兄るならば、古

い糸111111に辿 じる要菜ということができる。 し

かしその,"i・楽は、古典的な端rJー：．さと 9袋雅な文

しさにir:1:Jちていて、モーツァル トならではの

魅））にあふれてお り、人々か ら没されること

もうなずけるものである。

さてこのソナタは、第10番、第12番ととも

に1784年にウィーンのアルタリアネ-1:から出版

されてお り、 これまで1778年にパリで作1111さ

れたとみえられてきたのだが、近年の1'1{1笠r,-,rr:.

!l)(,}f究によ り、作111111.1,期は1781-1783年と

れるようになった。作1111楊所も ミュンヘンま

タは、いわゆる 古典派のソナタの概念からは たはウィーンと f,/」［されている。

少しはずれた特災な、というか変111](1りな作，',,', 1780年ll}j、モーツァル トはザ）レップルク

である。すなわちこのソナタは、 三つの楽布 を出発してミ ュンヘンに赴き、翌年 1月末に

からなるものの、一般的には第 1楽硲がソナ 歌l~lj 〈 イ ド メネオ〉 を 初梱、 3)1 には同地 を

タ形式をとるところを、このソナタではそう 批II:れて・｝，と終的にウィーンに定住することにな

でないばかりか、 あとの二つの楽意にもソナ る。このソナタは4カ）1半ほどのミ ュンヘン

滞加1,、もしくはウィ ーンに移ってからの初

j り 1 に ~1::かれたことになる。ウィーン時代初期

には研I⑱l〈後窮からの逃走）が作1111されてい

るが、 ,ヽ,,時ヨーロッパ全 L:で人気をINしてい

た トルコ趣味を取り 人れたという．点で、 第3

染硲に （トルコ風に）と，りかれた名楽を凶い

たこのソナタと 、〈後＇向からの逃走）は軌をlol

じくしている。

第 1楽章： アンダンテ ・グラツィオーソ

イ長湖、 印 i'I子、変約 111形式。主題 と六つの

変奏からなる。

第 2楽章 ：メヌ エット イ JぷJ,':j 、 ¾' Ji'H· 、

3部）I多式。

第 3楽章：ト ルコ行辿1111 (アレグレッ ト）

イ短訓、 ％拍子、ロン ド形式。

●即興曲変イ長調、D.935-2(Op.142-2) 
（シューペルト）

1Fi述のように、シューペル トが死の1iii年に

, 1:: き上げた 2弟llll){l!ll製1111集）は、 蔽も シュ

ら兄て、一つのソナタとして ，1::かれたと いう

説もある。それを 〈LIii坦↓1111集〉 として出版し

たのは、小，',,',のほうが必れやすいと考えたた

めかも知れない。いずれにしてもjjhj々 に楽し

める必しい1111ばかり である。作，'u',142の第211!1 

は、メヌエッ ト風の俊雅な 行楽で、;,;~に索朴

な旋律が1史われているのだが、ソ リがまた何

とも美しく 、翌かなti'/感が伝わってくる。和

行の移 り変わりの美しさも 、この11!1に独特の

味わいをつけJJIIえている。

●ピアノ・ソナタ第18番変ホ長調、
Op.31-3(ペートーヴェン）

1804年に作11!1されたペー トーヴェン中期の

作，',,',である。作，',,',3]は、布名な〈テンペス ト〉

を含む 31111のソナタ集であるが、 第l6番と第

17番 〈テンペス ト〉が1802年に作1111されてい

るのに対 し、このソナタはその 2年後に，りか

れてお り、 またIiりの 211!1とは出版された時期

も児なっている。どう いう4叶）『から、これら

ーペル トらしいピアノ 1111の代表である。ただ 3 1111が作品31のグループとしてまとめられた

しUII共1111とはいっても 、本当にUll飩で作1111さ か不明である。

れたわけでなく 、l!Jl殷的な性格の1111というな 作品の知名度か らいうと、 〈テンペス ト）の

味の小品である。 2弟llは41111ずつまとめて、 ほう がずっと有名であるが、 作品のできから

作，',,',90およぴ作，',,',1,12として出版されたが、作 いうと、この変ホ長濶ソナタのほうが、よ り

品142のほうは 1ll1 Jl ~i やそれそれの 1111 の性格か 緻面な完成度を示しているといえるだろう 。



またこのソナタのiiii於効呆は、決 して '1炉やか

なものではないが、,,,,時、様々 な改良が加え

つづけられていたピアノの機能を、 "f能な限

り追求 し、』廷視 して行 くと いう ペー トーヴェ

ンの基本的な姿勢が、 このソナタにも1'lかれ

ており、 それが新しい試みと いう）1--Jで作，',,',の

中に現われている。つま りこのソナタとlolじ

年に、 しかし少し遅れて作1111された 〈ワル ト

シュ タイン〉や、そしてその翌年に作1111され

た 〈熱t,'l〉への踏み台 として、このソナタの

,1, には、 大い なる飛1/tl0) 1iii の Jじ 'J~が術ってい

るのである。

形態(Iりな特徴は、まずこのソナタが叫つの

楽咲か らなっていることである。 しかも緩徐

楽,:;:がなく、スケルツォ楽呼tとメヌエッ ト楽

収を,lU位している。楽想は明る＜、 生き生き

としてり1き締 まってお り、初期のソナタには

兄られないピアニスティックな美感 と造型を

持っている。

第 1楽章： アレグロ 変ホ長濶、 ％柏ー（-、

ソナタ形式。

第 2楽章： スケルツォ （アレグロ ・ヴィヴ

ァーチェ）変イ長調、 ％す(1-(-。スケルツォ と

明示されているが3打I(-ではなく、 トリ オを

持つ3部形式 もとらず、 2 t1'.1ー（-でソナタ形式

である.,.':,:が児例。

第 3楽章： メヌエ ット （モデラー ト・ エ ・

グラツィ オーソ）変ホ長池l、％托l子。 もとも

とメヌエ ット牙如位の代わりにスケルツォ楽衣

が取り入れられたとい う経緯にもかかわ らず、

この ソナタでは二つが共イfする。

第 4楽章： プレスト ・コン ・フォーコ 変

ホ長品l、3/sl'J'if、ソナタ形式。

なお別記のように、ここでは第 3楽鈷まで

しか祈奏されていない。

●幻想小曲集、Op.12より（シューマン）

シューマンはロマ ン派作1111・琢の中でも ］，とも

ロマ ンティックな作1111家の一人といわれるが、

それは彼の作，',,',に,;rt,い文学性が取えることに

もよるだろう 。 ピアノ1111にしてみても、椋辿

を持った希111111形式の名作が多いこと からも判

る。

〈幻悲・Iヽ1111集）も、そうした小1111からなる作

,',,', とl;;J種類の名作で、令部で81111からなるが、

小1111とはいっても、しかし作，',,',99の 〈色とり

どりの小品）や作，',,',124の 〈アルプムプレッタ

ー〉のように知くはなく、また作品2の 〈蝶

々）や作品 9の 〈謝l女1祭〉のように、つづけ

てiiii奏されるべきと いうものでもない。 81111 

には、それぞれに詩的な椋題がり・えられてい

て、,,: しヽにj-,','紐の I.では1却l辿を保っているた

め、イi機的な一つの1111集 として統一されてい

ると いえるが、イIll々 にJf又')//',して訓奏するこ

とも I・分にnf能である。いずれも1111集名の辿

り、 まさし〈ファンタジ一．にあふれた、そし

ていかにもシューマンらしいロマン性に悩iち

た小1111だが、ここでは以 1,・の 21111が紗i奏され

ている。

第 1曲 ：タペに きわめて11、J1i1i的にi貨炎す

ること 変二Jぶ),',J、％柏（-、/¥B/¥Bコーダの

形式。

第 3曲 ：何故に ？ ゆるやかに繊訓に 変

ニ長 ，一品l 、 ％拍—f 、 1'1111な3部）l多式とも兄らi.L

るが、<I、ロイメ ライ〉と1,;1様のliilじ炉利を紐

り返すだけの自111な形式といえよ う。

●ヴィルヘルム・パックハウスと

その最後の演奏会について

今IIJ:紀の・1,女もf,',i:大なピアニス トの一人で、

特に ドイツのピア ノlY楽の、 Mもドイツ(1'.Jな

iiii/fa・行として邸 く評価されたヴィルヘルム ・

パックハウスは、 1ss,1年3)12611にラ イプツ

ィヒで生まれた。幼い頃から1・:}:祓にピアノの

手ほどきを受け、やがてア ロイ ス ・レッケン

ドルフの指i祁を受けるようになった彼は、 7 

,:; 及でライプツィ ヒt,'楽院に人学 し、 同 じくレ

ッケン ドル フに (: 1Ji • J ( した 。 そして (1多 ii 中 の

l897年の秋、,,,,時<7",)くピアニス トであるオイ

，，，ン ・ダルペールがパックハウスのiiii炎を聴

き、その才能を晶 く評価 したことから、パッ

クハウスはフランクフル トに移ってダルペー

ルにr.,Ji・Jfした。ダルペールは''',11、1・：、ま った＜

!XH-をと っていなかったのだが、パックハウ

スだけは例外的に!Xl(- にと り、 ;l , :• 1:のあった

ベー トーヴェン解釈、 そしてピアノiiii炎のテ

クニックなどを（云授したのである。

そして1900年、 パックハウスは16,:&という

杓さでロン ドンにデピューし、)',J例の成J)Jを

収めたところから泊蹄が始ま った。それ以米

彼は、 1905年から1912年までの11:1と1925年と

翌年にかけて、マンチェスター 1五'i'i'楽l浣、

ゾンデルスハウゼン背楽院、カ ーティス ，''f楽

踪で教鞭 を執っ た以外、も っぱら iii淡iM~1に

W-念した。その姿勢は厳しく 、1926年以降は

二度 と教職に就かなかっただけでなく 、多 く

の悼人なピアニス トが行なったような楽滸の

校，r「や作(fに手を出さず、また!Xlf-もと らず、
作1111や指揮もしなかったし、 iii淡する111111、

すなわちレパー トリ ーもそのus,々の流行を追

うことはなかった。さらに私生活では洒 も煙
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似も嗜まず、まさしくピアノ iiii炎を一筋に生 にあるケルンテン ，：・:;J也オシアッハ湖畔のシュ

きたのである。 ティフ ト教会で リサイ タルをI)りいたのだが、

そのパソクハウスは、・行い頃は"鎚他のJi:ili 2 11 I I (!)2811のコンサー ト途中で心Iii祓発作を

臼 :"と呼ばれた技PjiJi¥で、いかなる難1111も 起こしたのである。それでもパックハウスは、

さら リと,;qiいてしまうはどで、それが逆に冷 後半のプログラムを変更して、とにかくコン

たいiiii奏と いう1,11象をりえてもいたようであ サー トを終えた。それか ら1辿i::1後に、彼は

る。いかにもピアニステ ィックなショバンの 帰らぬ人となってしま った。この 6月のコン

作，',,',を弾いていたのもその頃だったが、やが サー トは、この年に始められた 「ケルンテン

て外1(1i的な必を追求することをやめて、充墜 の以」という背楽祭のこ けら落としとも いう

なまでのテクニックを、 作 1 111 ~の精神あるい ぺきものだったが、背楽祭最初のコンサー ト

はIi',',,',の本質に徹即lりに迫る姿勢に奉仕させ はしかし、 パックハウスii:¥後のiiii奏会となっ

る方向に変わって行き、累朴で武骨な、いか てしま ったのである。ここにはその 2111/¥Jの

にも 男性的な伽奏をJI應かせるようになって行 コンサー トの校様が収録されている。

った。 しかし、その表現は威厳のある風格と 第 111 I」の 6)12611は、ペー トーヴェンの

1-;_ 大なスケールを (1//i え、 1;; 111 、~:にi没しさをも感 〈ワル トシュタ イン〉、シューペルト の 〈楽棟

じさせるもので、 特にペー トーヴェンやシュ の時〉、モ ーツァル トの 〈トルコ行辿1111つ

ーペル ト、シューマン、プラームスなどの ド き〉、そしておそらくアンコ ールであろうシュ

イツ脊楽には、独特の味わいがあった。それ ーペル トのllll共1111作品1,12の第21111が、)!殷Iiに

こそ ドイツの伝統に根ざした深い精神性とい i)ij奏された。その訓奏には、かつて 「無類の

えるかも知れない。 テクニシャンだが、 冷たい」 と評されたパッ

そうしたピアノー筋の厳しい浙奏活動を、 クハウスの姿はなく 。老熟し きって枯淡の様

ほぽ70年にわたってJ1@flしてきたパックハウ 地を拓いたといえる好々爺の暖かい表ti','があ

スは、 1969年 7JI 5 11に85成の生ill¥をIUIじた る。その7Vには、ま った<;)」みがなく、 確か

のである。彼はその年の 6J-l 26nと2811のpl,j に希111かい ミス ・タッチは散兄されるものの、

IIにわたって、オース l、リアのアルプス山麓 それがま ったく気にとまらないti楽の盟かさ
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がある。それは巧い とか lく手とかいった，＇・瓜 まずペー トーヴェンのソナタ第18番で始めら

を越えた、いわば]!,qli:の培地、 あるし ヽ は 音' :.\~ れた。そi.Lは、 1iii々 IIと1,;Jじような、まさし

もしくは人間への愛と 祈リ といったものとす く抜け切ったような訓於となっている。

ら感じ られる。まさに 1・11父を忘れl;って、ピ ここにJJfかれるバックハウスの節於は、ま

アノと舟,.r:心に1枝れている）巫¥-I',','である。 さに 「松l体を超兄した梢神の勝利の歌」 とい

そして 211 I Iの6JI 2811のコンサー トは、 うぺきものだろう 。 〔福本健〕

●ユニパーサル ミュージック携弗サイトヘのアクセス方法

◇iモードなご.j<IJIIUJJ; ' """'⇒メニューリス I•⇒粁梵 映両 芸能⇒;l梨I/Jill⇒"・ ニパーサル ミュージック
◇ EZwehをご利JIIUJJ;EZ」・ッブメニュー⇒EZインクーネッI・⇒エンクーテイメンI・⇒ r.・'W⇒ユニバーサル ミュージック
◇ボーダフがンライプ！をごl<IJIIUJJ;メニューリスI・⇒エンクメ・芸能⇒映州；l-1'⇒ユニパーサル ミュージック
・ユニパーサル ミュージックのホームベージ hl1p://www."ni,c心,,.,,,.,,,c.co.jp/

収扱い上のご注意 ●デ（スクは,,;,r,;とI,.指杖．汚れ．キズ＇がを 1-1 けないように tj( り ,~ってくださいo●和スクがiりれたとさは．”＇ネふさのような必らが面 で1外',Iからlf('JIこ
,,,, かって~,り.,,,.,.,くふさ,,,ってください。レコードJIIクリーナーやmm・.i,ょttlllしないでくださいo●デ1スクはlヽi,l<iとI,.鉛'(¥,ポールペン.i1IIM:ペン守で文’やや船を ，' I< • /、;
り、シール冷な貼1・1しないでくださいo●ひぴ灯れや変影．出たは1如nm・今でMilしたデfスクは、（C,:険ですから絶）・Iに使Illしないでください。保管上のご注愈 ●,l(QIII光UJ''i
たる楊9祈ゃ.1.'!iij-釦む）沿'"には11¥Mしないでくださいo●デ9スクは1屯Jlllt.1,とのケースに人れてI¥し;1してくださ,,,●プラス・Iック・ケースのu,,r,し，l,Ulを『(Pん1)./,1と
したりすると．ケースが絞Illし．ヶガをすることがあります。

，
 


